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　 4 次元 人r＝ 2 の gauged 超重力理 論にお い てブ ラ ッ クホ
ー

ル の 解を次の 理 由に よ り研究す る ：

　　 ● 　 高い 超対称性が ある の で ス カ ラ
ー
場が 住 む空 間が対称性が 高い

　　 ・ 　高次元超重力理論／弦理論 を （フ ラ ッ ク ス ）コ ン パ ク ト化す る こ と で 実現 され るべ き

　　 ・ 　AdS4 ／CFT3 対応 に おい て 場 の 理論 に非 自明な物理現象 を与え得 る

　 こ れ まで よ く調 べ られて きたの は 、ungauged 超重 力理論 （ベ ク トル 多重項 の み ）で漸 近平坦 な

時空 にお ける極限ブ ラ ッ クホ
ール の ア トラ ク タ

ー
機構 とそ れ に伴 う （non

−
）BPS 解で あ っ た 。 しか

し漸近非平坦 な時 空に お い て は 、ブ ラ ッ ク ホ
ー

ル 解その もの は
一

般相対論な どで よ く調べ られ て

い る もの の
、 物質場が 入 っ た系に お ける gauged 超重力理論の 解と し て 探求す る こ とは完全 に は な

され て い な い
。 物 質場 と重力 多重項が結合 す る gauged 超重力理論で は 、

　 bare な宇宙項 を作用積

分に 導入する こ とは 不可能で あ る 。 宇宙項は ス カ ラ
ーポテ ン シ ャ ル が 非自明な期待値 を持つ こ と

で 与 えられ る もの で あ る 。 こ の 研 究で は 、FI パ ラ メ
ー

タ も導入せ ず に如何 に して 負の 宇宙項 を与

え、極限ブ ラ ッ ク ホ
ー

ル 解を実現 させ るか を課題 とした。まずは単純 に 可換ゲ ージ群 に 結合す る

ベ ク トル 多重項 の み が ある 場合 の 、「静的」「荷 電」「球対称」「漸近 AdS 」ブ ラ ッ クホ ール （略 して

non −SUSY 　RN −AdS 　BH ）を実現させ る 。 ア トラ クタ
ー
機構は仮定する 。

こ の 時 、 負の宇宙項 を実

現 させ る ため に は 、漸近平坦 な極 限ブ ラ ッ クホ ール 解 の 時 と は異 な る ア トラ ク タ
ー

方程式 を解 か

ねば な らな い
。 完全 に解析 的な解を得る こ とは難 し い が 、 T3 −model と呼ば れ る ベ ク トル 多重項が

一つ だ け持つ 模型で は 、DO −D4 系や D2 −D6 系に お い て 非超対称解 を見 つ け る こ とが で きた （回転

して い な い 限 り、 超対称な RN −AdS 　BH 解で は裸の 特異点が 発現 する の で 、そ れ が な い 非超対称

解 を見 つ け るこ とが 「自然」で あろ う）。 そ の と きの 宇宙項やブ ラ ッ クホ ール エ ン トロ ピーは 、 極

限 RN ブ ラ ッ クホ
ー

ル の そ れ とは 振る舞 い が 異 なる 。 しか し適 当な極限 に お い て は 、 非常に小 さ

い が ゼ ロ で は な い 宇宙項の 絶対値を持ち 、エ ン トロ ピーが漸近平坦なブ ラ ッ クホ ール の それ に 摂

動を加えた 形に な る振る舞い を見せ る 。 また ブ ラ ッ ク ホ
ー

ル が 帯びる 電荷や磁荷が 大き くなる と 、

つ ま りブ ラ ッ クホール に物体が ど ん ど ん落ち込んで い くと 、漸近 平坦 な場合か ら著 し く離れ た振

る舞 い を示す。 例 えば宇宙項の 絶対値が 非常 に大 き くな る
一

方 、
エ ン ト ロ ピ ー

は 電荷や 磁荷に 依

存 しない 「た だ の 数 」に 近づ い て い くよ うに見 える 。 こ の よ うな振 る舞 い は非常 に不 思議 で あ る 。

　　また 講演の 後半で は universal 　hyperlnultipletが 理論に 導入 され た 場合に 、
ス カ ラ

ー
ポ テ ン

シ ャ ル が ど の よ うに 拡張 され るか を紹 介 した 。 こ れ に つ い て の 運動方程式 の 解は 研究 中で ある 。

References

［1］Tetsuji　Kimura
，

“ Non −supersymmetric 　Extrernal　RN −AdS 　BIack 　Holes　f皿 丿V ＝ 2Gauged

　 Supergravity
，

，

　arXiv ：1005 ．4607 ［hep−th】．

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


